
１　地域における農業の将来の在り方

（１）　地域計画の区域の状況

ｈａ

ｈａ

ｈａ

ｈａ

④　区域内において、規模縮小などの意向のある農地面積の合計 ｈａ

⑤　区域内において、今後農業を担う者が引き受ける意向のある農地面積の合計 ｈａ

（２）　地域農業の現状及び課題

（３）　地域における農業の将来の在り方（作物の生産や栽培方法については、必須記載事項）

　 土地利用型作物（水稲、大豆）を中心に担い手への土地の利用集積、地域振興作物の団地化を推進する。
　 集落営農組織等の担い手への集積を推進し、不作付田の解消に努める。また、集積した水田で生産技術の向上
に努める。
　 土地利用型作物、収益性の高い野菜、果樹、花卉等を地域振興作物として推進する。
　 農地集積の一つの方法として、中間管理機構を必要に応じて活用していく。
　 畜産農家に対する飼料用作物の提供の拡大等について検討を行う。

【吉田地区】　吉田地区の農地利用は、引き続き、担い手である吉田ファームが担う。また、現在、個人で耕作を行う
農地についても、将来的に耕作できなくなった場合は、吉田ファームに貸出を行う方向である。

－

－

（備考）

 　当地域は、岡山市北区の最北部に位置し、大部分を山林が占める中山間地域である。地域の中央を南北に貫流
する一級河川・旭川やその支流沿いに集落が形成され、平坦地には、水田地帯が広がっている。
　 農業は、第２種兼業農家が主体となった水稲栽培が主で、その他、地域振興作物であるピーマンやきゅうり、ほう
れん草といった園芸作物が栽培されており、中北部の高地では、酪農家が畜産業を営んでいる。また、過去にほ場
整備等が行われた耕作条件が比較的良い地区を中心に、営農組合や認定農業者などの担い手により、集約化が
進んでいる。
 　2020年農林業センサスによると、当地域の農業従事者は698人、65歳以上が約55%となっており、農業従事者の減
少と高齢化により作物生産の減少や農地の荒廃化が懸念されている。また、全体的に狭小な傾斜地が多く、水路や
堰などの農業施設の老朽化も進んでいるため、ほ場の大区画化や施設の更新についても検討が必要となってい
る。

【吉田地区】  近年、中山間地域総合整備事業によるほ場整備が行われた。農事組合法人吉田ファームによる集約
化が進んでいる。

区域内の農用地等面積（農業上の利用が行われる農用地等の区域） 924.2

①　農業振興地域のうち農用地区域内の農地面積 601.6

②　田の面積 671.0

③　畑の面積（果樹、茶等を含む） 169.9
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２　農業の将来の在り方に向けた農用地の効率的かつ総合的な利用に関する目標

％

以下任意記載事項（地域の実情に応じて、必要な事項を選択し、取組内容を記載してください）

⑩その他

４　地域内の農業を担う者一覧（目標地図に位置付ける者）

５　目標地図（別添のとおり）

別紙のとおり

⑥燃料・資源作物等 ⑦保全・管理等 ⑧農業用施設 ⑨耕畜連携等

【選択した上記の取組内容】

①鳥獣被害が懸念される場合には、市と連携して、猟友会の協力を得るなど適宜適切な対応を行っていく。また、必
要に応じて、防護柵の設置を推進していく。

（５）農業協同組合等の農業支援サービス事業者等への農作業委託の取組

　 地域内で農作業の効率化を図るため、米については、JA（建部営農センター）や地域の担い手等に対し、育苗・乾
燥・調製作業や、ラジコンヘリコプターやドローンを活用した防除作業の委託を検討する。

①鳥獣被害防止対策 ②有機・減農薬・減肥料 ③スマート農業 ④畑地化・輸出等 ⑤果樹等

　 市等の行政機関やJAと連携し、地域内外から多様な経営体を募集する。その際には、国の補助事業等を活用
し、新規就農者に丁寧な支援を行っていくとともに、経営所得安定対策等を通じて、主業農家を中心とする意欲ある
農業者が安心して農業に取り組める環境整備に努めていく。

（３）農用地の集団化（集約化）に関する目標

　 出し手と受け手の意向を確認しながら、関係機関と連携し、担い手への農地の集約化を進めていく。

３  農業者及び区域内の関係者が２の目標を達成するためとるべき必要な措置

（１）農用地の集積、集団化の取組

　 認定農業者や認定新規就農者、集落営農などの担い手を中心とする団地面積の拡大、担い手への農地集積の
推進を図る。

（２）農地中間管理機構の活用方法

　 貸し手と借り手の間で農地の貸借意思の合致が見込まれる場合は、地域での話合いと合意に基づき、農地中間
管理機構を通じて農地の貸借を行う。その際、担い手の経営意向を勘案し、段階的に集約化を進める。

（３）基盤整備事業への取組

　 過去にほ場整備が行われ、農用地の大区画化・汎用化等がなされた地区がある。また、近年は、岡山県が事業
主体となった中山間地域総合整備事業により、農業用用排水施設整備やほ場整備が行われた地区もある。しかし
ながら、全体的に狭小な傾斜地が多く、水路や堰などの農業施設の老朽化も進んでいるため、ほ場の大区画化や
施設の更新についても検討が必要である。

（４）多様な経営体の確保・育成の取組

（１）農用地の効率的かつ総合的な利用に関する方針

　 農地中間管理機構への貸付けを推進し、担い手（認定農業者、認定新規就農者等）への農地の集積・集約化を
基本としつつ、農業を担う者により農地利用を進める。

（２）担い手（効率的かつ安定的な経営を営む者）に対する農用地の集積に関する目標

現状の集積率 12.1 ％ 将来の目標とする集積率 50



４ 地域内の農業を担う者一覧（目標地図に位置付ける者）

12

1 ha ha ha ha AA、②
2 ha ha ha ha AB、AL
3 ha ha ha ha AC、⑨
4 ha ha ha ha AD、④
5 ha ha ha ha AE、AV
6 ha ha ha ha AF、AQ
7 ha ha ha ha AG
8 ha ha ha ha AH、AM、AT、AY

9 ha ha ha ha AI、BA
10 ha ha ha ha AJ
11 ha ha ha ha AK
12 ha ha ha ha AN、⑦
13 ha ha ha ha AO
14 ha ha ha ha AP
15 ha ha ha ha AR
16 ha ha ha ha AS
17 ha ha ha ha AU
18 ha ha ha ha AW
19 ha ha ha ha AX
20 ha ha ha ha AZ
21 ha ha ha ha ③
22 ha ha ha ha ⑤
23 ha ha ha ha ⑪
24 ha ha ha ha ⑰
25 ha ha ha ha ZZ
26 ha ha ha ha ZZ
27 ha ha ha ha ZZ
28 ha ha ha ha ZZ
29 ha ha ha ha ZZ
30 ha ha ha ha ZZ
31 ha ha ha ha ZZ
32 ha ha ha ha ZZ
33 ha ha ha ha ZZ
34 ha ha ha ha ZZ
35 ha ha ha ha ZZ
36 ha ha ha ha ZZ
37 ha ha ha ha ZZ
38 ha ha ha ha ZZ
39 ha ha ha ha ZZ
40 ha ha ha ha ZZ
41 ha ha ha ha ZZ
42 ha ha ha ha ZZ
43 ha ha ha ha ZZ
44 ha ha ha ha ZZ
45 ha ha ha ha ZZ

経営面積
作業受託
面積

目標地図上の
表示 備考

認農 酪農 5.24 酪農

属性
農業を担う者
（氏名・名称）

現状
10年後

（目標年度：令和 年度）

経営作目等 経営面積
作業受託
面積

経営作目等

5.24
認農 水稲等 8.27 水稲等 8.27

18.45
認農 酪農 5.23 酪農 5.23
認農 酪農 18.45 酪農

1.60
認農 水稲等 1.02 水稲等 1.02
認農 水稲等、花き 1.60 水稲等、花き

0.82
認農 水稲等、野菜 23.07 水稲等、野菜 23.07
認農 水稲等 0.82 水稲等

3.25
認農 水稲等 0.82 水稲等 0.82
認農 水稲等、野菜 3.25 水稲等、野菜

1.56
認農 酪農 15.14 酪農 15.14
認農 野菜 1.56 野菜

0.22
認農 野菜 0.10 野菜 0.10
認農 野菜 0.22 野菜

0.70
認農 水稲等、野菜 11.92 水稲等、野菜 11.92
認農 果樹 0.70 果樹

3.02
認農 野菜 0.26 野菜 0.26
認農 水稲等 3.02 水稲等

0.51
認農 野菜 0.60 野菜 0.60
認農 野菜 0.51 野菜

0.00
認農 養鶏 0.00 養鶏 0.00
認農 酪農 0.00 酪農

0.00
認農 キノコ 0.00 キノコ 0.00
認農 酪農 0.00 酪農

0.21
利用者 水稲、野菜、果樹等 0.27 水稲、野菜、果樹等 0.27
利用者 水稲、野菜、果樹等 0.21 水稲、野菜、果樹等

1.86
利用者 水稲、野菜、果樹等 0.55 水稲、野菜、果樹等 0.55
利用者 水稲、野菜、果樹等 1.86 水稲、野菜、果樹等

1.10
利用者 水稲、野菜、果樹等 0.40 水稲、野菜、果樹等 0.40
利用者 水稲、野菜、果樹等 1.10 水稲、野菜、果樹等

0.05
利用者 水稲、野菜、果樹等 0.06 水稲、野菜、果樹等 0.06
利用者 水稲、野菜、果樹等 0.05 水稲、野菜、果樹等

0.34
利用者 水稲、野菜、果樹等 0.37 水稲、野菜、果樹等 0.37
利用者 水稲、野菜、果樹等 0.34 水稲、野菜、果樹等

6.60
利用者 水稲、野菜、果樹等 0.23 水稲、野菜、果樹等 0.23
利用者 水稲、野菜、果樹等 6.60 水稲、野菜、果樹等

0.46
利用者 水稲、野菜、果樹等 0.05 水稲、野菜、果樹等 0.05
利用者 水稲、野菜、果樹等 0.46 水稲、野菜、果樹等

0.04
利用者 水稲、野菜、果樹等 1.04 水稲、野菜、果樹等 1.04
利用者 水稲、野菜、果樹等 0.04 水稲、野菜、果樹等

4.82
利用者 水稲、野菜、果樹等 0.33 水稲、野菜、果樹等 0.33
利用者 水稲、野菜、果樹等 4.82 水稲、野菜、果樹等

1.09
利用者 水稲、野菜、果樹等 1.92 水稲、野菜、果樹等 1.92
利用者 水稲、野菜、果樹等 1.09 水稲、野菜、果樹等

0.74利用者 水稲、野菜、果樹等 0.74 水稲、野菜、果樹等



46 ha ha ha ha ZZ
47 ha ha ha ha ZZ
48 ha ha ha ha ZZ
49 ha ha ha ha ZZ
50 ha ha ha ha ZZ
51 ha ha ha ha ZZ
52 ha ha ha ha ZZ
53 ha ha ha ha ZZ
54 ha ha ha ha ZZ
55 ha ha ha ha ZZ

ha ha ha ha

利用者 水稲、野菜、果樹等 0.07 水稲、野菜、果樹等 0.07
0.62

利用者 水稲、野菜、果樹等 0.80 水稲、野菜、果樹等 0.80
利用者 水稲、野菜、果樹等 0.62 水稲、野菜、果樹等

1.73
利用者 水稲、野菜、果樹等 0.62 水稲、野菜、果樹等 0.62
利用者 水稲、野菜、果樹等 1.73 水稲、野菜、果樹等

0.07
利用者 水稲、野菜、果樹等 0.24 水稲、野菜、果樹等 0.24
利用者 水稲、野菜、果樹等 0.07 水稲、野菜、果樹等

1.10
利用者 水稲、野菜、果樹等 0.34 水稲、野菜、果樹等 0.34
利用者 水稲、野菜、果樹等 1.10 水稲、野菜、果樹等

注：「属性」欄は、認定農業は「認農」、認定新規就農者は「認就」、左記に該当しない農用地等を継続的に利用する者は「利用者」
と記載。

0.49
計 55経営体 130.44 130.44

利用者 水稲、野菜、果樹等 0.49 水稲、野菜、果樹等












